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1 ) 学術国際交流 ・ 協力 の現状
富 山 医科薬科大学 (以下 「本学」 と い う 。 )
は、 学術の 国 際交流の必要性 に 鑑 み 開学以来外
国 の 大学、 研究機関等 と の学術国際交流 ・ 協力
の推進 に 努力 を 重 ね て き た 。 現在の本学の 国際
性 を 、 学術研究の面か ら 概観す れ ば次 の と お り
で あ る 。
学術交流協定の締結状況 (平成 7 年10月 現在)
大学問協定
1 溶陽蔚学院 ( 中 国 ) : 現溶陽蔚科大学
昭和60年 ( 1985) 5 月 10 日
2 中 日 友好医院 ( 中 国)
昭和61年 ( 1986) 5 月 7 日
3 中 国 中 医研究院 ( 中 国 )
平成 3 年 ( 1991) 1 1 月 14 日
4 カ ン ビ ー ナ ス 大学 ( ブ ラ ジ ル ・ 覚書)
平成 3 年 ( 1991) 12月 4 日
学部間協定 ( 医学部 ・ 覚書)
1 チ ュ ラ ロ ン コ ン大学医学部 ( タ イ )
昭和62年 ( 1987) 7 月 16 日
2 ハ サ ヌ デ ン大学医学部 ( イ ン ド ネ シ ア )
昭和63年 ( 1988) 7 月 13 日
2 ) 藩陽病科大学 と の交流
協定以来、 隔年 に 5 � 6 名 の研究者が相互 に
訪問 し 学術講演、 情報交換等 を 行 っ て い る 。 平
成 2 年 ( 1990) 4 月 に は 、 洛陽蔚学院 に お い て
協定締結 5 周 年記念式典が挙行 さ れ、 本学か ら
山崎高臆学長 は じ め 6 名 が訪問 し て 記念講演、
社松の苗木の植樹等 を行 っ た 。
平成 3 年度 (1991) に は、 本学国際交流基金
の 果 実 に よ り 研究者 1 名 を 3 か 月 間 招 へ い し
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平成 6 年 ( 1994) 5 月 、 海陽蔚学院 は 藩陽蔚
科大学 に 昇格 し 、 一層 の充実が図 ら れて い る 。
3 ) 中 日 友好医院 と の交流
日 中友好の 象徴 で あ る 中 日 友好医院 は 、 昭和
56年 ( 1981) 12月 に 着工 し 、 昭和59年 ( 1984)
6 月 に 竣工 し た 。 同10月 に は 開院式 を挙行 し て
い る 。
都 心 か ら 東北 へ約 10km、 市 の 外縁部 に 位置
し 、 周 辺 は 、 和平里 と 呼 ばれて い る が、 病院前
の 通 り は 、 日 本か ら 寄付 し た 桜の 苗木が植樹 さ
れて い て 桜花束路 と 呼ばれて い る 。
中西医結合 に 関 す る 部門 を 有 し て お り 、 本学
附属病院 に お い て も 和漢診療部門が開設 さ れた
こ と か ら 、 学術交流の気運が高 ま り 、 中西結合
研究室主任で あ る 金思源教授 を は じ め と す る 各
位 の ご尽力 に よ り 、 昭和61年 ( 1986) 5 月 7 日
学術交流協定 を締結 し た 。 協定以来、 西洋医学
と 東洋 医学 の 融合 に 関 す る 共 同 研究 が 開 始 さ
れ、 平成元年 ( 1989) 8 月 か ら 1 年間、 金恩源
教授 を本学客員教授 に 迎 え る な ど、 研究者 の 交
流 や 学術情報 の 交換等 が積極的 に 行 わ れ て い
る 。 平成 5 年 ( 1993) 4 月 に は本学か ら 、 佐々
木博副学長 (現学長) は じ め 9 名 が訪 問 し て
「和漢薬研究 の 最近 の 進歩」 を テ ー マ と し た サ
テ ラ イ ト シ ン ポ ジ ウ ム を 共催 し た 。
平成 6 年 ( 1994) 10月 同 医院 は 、 開院10周 年
記念 を 迎 え 式典 に は 、 本学か ら 佐々 木博学長 と
堀越勇薬剤部長 の 2 名 が出席 し た 。 そ の 際、 学
長 に 名誉顧問、 薬剤部長 に 名誉教授 の称号が授
与 さ れた 。
中 日 友 好 医 院 の 概 要
[China-Japan Friendship Hospital]  
所在地 : 北京市朝陽 区和平里桜花束路 100029 
病院規模、 病棟数 : 1， 500床 ( そ の う ち 、 リ ハ
ビ リ テ ー シ ョ ン300床)
診療科 目 数 : 14 
外来患者数 1 日 平均2， 500名
敷地面積 : 97， 000m' 
延べ面積 : 82， 992ぱ
職員総数 : 3， 800余名
病院構成 (面積m')
病 棟 35， 069
外 来 棟 12， 460
放 射 線 棟 4， 232 
手 術 棟 5， 514 
一 般 康 復 棟 5， 650 
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外 賓 康 復 棟 4， 518 
給 食 棟 2， 950
洗 濯 棟 1， 336
電 気 棟 417
ボ イ ラ ー 棟 1， 508 
臨床医学研究棟 6， 357 
衛 生 学 校 棟 2， 981  
外来系統 : 外来部 に は 中 医、 西洋医の専門外来
が44科設 け ら れ、 国 内外の著名 な専門家 お よ び
教授が診療 に 当 た っ て お り 、 現代医学 に よ る 最
新の診断 と 治療 に 合わ せ て 中 国 の伝統医学 に よ
る 診断 と 治療 も 受 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
救急系統 : 院 内 の 救急 シ ス テ ム は 、 主 に 『救急
診断科 → 手術室 吟 重症監視病棟 ( 1 C U : 集 中
治療部、 C C U : 冠疾患集 中 治療部) 斗 各科病
棟』 と な っ て お り 、 救急診断科で は 、 独立 し た
検査、 放射線診査 を 行 う こ と が で き 、 救急手術
室 、 救急室 お よ び20 の観察病床 が設 け ら れて い
る 。 重症監視病棟 に は 、 集 中 監視病床 と 隔離監
視病床が20床 あ り 、 各種の 重症患者 の 救急医療
と 術後の監視お よ び脳血管障害患者 の監視な ど
を 引 き 受 け て い る 。 セ ン タ 一 手術室 に は 、 無菌
手術室 10室 と 高度浄化手術室 10室が あ り 、 複雑
な 心臓、 脳、 腹膜、 整形外科 な ど の 手術お よ び
臓器移植 を 行 う こ と が で き る よ う に な っ て い
る 。
入院病棟系統 : 院 内 に は 2 9 の 西洋医科 と 15 の 中
医科室が設 け ら れ、 病棟 は 中 医 、 西洋医 お よ び
リ ハ ビ リ テ ← シ ョ ン の 3 つ の 部 門 に 分 か れ、 教
授、 助教授以 上 の 専門家 は 、 300余名 で あ り 、
現代 医学 と 中 国 の伝統的 な 医学理論 を 結合 し て
運用 し 、 各種疾病 に対す る 治療 と 研究 を 広範囲
に わ た っ て 進 め て い る 。
補 助 診 療 系 統 : C T ( コ ン ビ ュ ー タ 断 層 撮
影) 、 E C T  ( エ ミ ッ シ ョ ン コ ン ビ ュ ー タ 断 層
撮影) 、 P E T ( 陽電子断層撮影) 、 カ ラ ー ド プ
ラ ー診断装置 お よ び各種の 最新試験検査機器 を
備 え 、 電子 ラ イ ナ ッ ク 、 コ ン ビ ュ ー タ ア ナ ロ グ
治療計画 シ ス テ ム を 装備 し て い る 放射線治療科
と 、 園 内 に お け る 最大規模の血液浄化 セ ン タ ー
で は 、 直接患者 の 治療 を 行 っ て い る 。
リ ハ ビ リ 系 統 : リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 、 各種疾
患、 損傷な ど に 対す る 回復性治療で あ り 、 本院
は 近代 化 病 院 の 重要 な 組織 部 門 と し て 物理療
法、 針灸按摩気功治療、 体能訓練、 言語療法 を
行 い 、 脳血管疾患 お よ び脳損傷後遺症 な ど の患
者治療 に 好成績 を 挙 げて い る 。
予防保健系統 7 万余 の 周 辺住民 の 予 防 と 婦幼
保健 を 担 当 し 、 病院の地域保健科 は 、 付近の学
校、 幼稚園 、 住民家庭 に 衛生思想、 予 防接種お
よ び婦幼保健の 指 導 を行 い 、 地域住民 の 予 防接
種率 は 100% で あ る 。
医学教育系統 : 本院 は 、 北京医科大学、 北京 中
医薬大学 と 提携 し て 教育 に あ た り 、 本臨床医学
院 は 、 博士、 修士学位授与病院 と 認定 さ れて い
る 。
衛生学校 に は 、 看護管理、 薬剤、 臨床検査、
放射線 な ど 10 の 専 門科 目 を 設 け て お り 、 2 年制
で、 各学年 は 、 50名 ず つ の 3 ク ラ ス か ら な り 、
生徒の 数 は 、 300名 で あ る 。 普通教室 6 室、 看
護実習室、 実験室 、 視聴覚教室 お よ び階段教室
を 設置 し て い る 。
科学研究 系 統 : 臨床 医学研究所 に は 、 細胞生
物、 免疫、 生理 病理生理、 薬物薬理、 生物物
理、 中西医結合 な ど 1 1研究室 と 内科、 外科な ど
44 臨床研究室 を 設 け 、 200余名 の研究者が、 中
西医結合の 臨床研究 に 従事 し て い る 。
同 医院 に は 、 中 国全土 の各医科大学 か ら 選 り
抜 き の 俊英が集 ま っ て お り 、 中 国 に お け る 医療
の 中核: を な し て い る 。
( こ の 項 中 日 友好医院 金恩、源)
4 )  中 国 中 医研究院 と の交流
昭和田年 ( 1975) 10 月 に 富 山 医科薬科大学が
創設 さ れた 。 そ の 後、 富 山大学か ら 薬学部 と 和
漢薬研究所が順次移管 さ れ、 昭和54年 ( 1979)
4 月 実質的 に 現在 の態勢がで き あ が っ た 。 開学
以来、 韓国、 台湾、 ス リ ラ ン カ 等 か ら の 留学生
を 受 入 れ て い た が、 昭和国年 ( 1981) 頃か ら 中
国 の 留学生が増 え 始 め た 。 と く に 、 同 じ 素材 を
研究対象 と し て い る 和漢薬研究所 は 、 中 国人留
学生 の 受 け皿 と し て 最適で あ っ た O 世界人 口 の
5 分の l を 占 め る 中 国 と の 友好関係 は 強 く 長 く
続 け る べ き で あ る と の 考 え か ら 、 昭 和 59 年
( 1984 ) 春、 富 山 県 は 、 遼寧省 と の 間 で友好県
省 を締結 し 、 同 時 に 富 山大学 と 遼寧大学 の 間 で
も 学術交流協定が結 ぼれた 。 富 山 医科薬科大学
の薬学 は 歴史が古 い の で、 是非遼寧省 内 の薬系
の大学 と 学術交流 を さ れて は と い う 県知事や 富
山大学長 の お 薦 め も あ り 、 潅腸蔚学院 (現溶陽
蔚科大学) と 協議 の 末、 富 山 県 の 遼寧省の 友好
県省締結一周 年記念式典が 溶 陽 で挙行 さ れ た
折、 本 学 の 職員 数名 が同行 し 、 昭和60年 ( 198
5) 5 月 10 日 本学 と 溶 陽荷学院 と の 学術交流協
定が締結 さ れた 。 以来多 く の人事交流がな さ れ
て き た 。
昭和61年 (1986) 5 月 7 日 に は 、 医学部、 附
属病院が中心 と な っ て 本学 と 北京 の 中 日 友好医
院 と の 間 で学術交流協定が締結 さ れた 。 こ れ ら
洛陽蔚学院お よ び中 日 友好医院 は 、 近代医薬学
の教育、 研究、 診療が主体で あ り 、 和漢薬研究
所 と し て は 中 国 医薬 学 の 研究、 診療 を 専 門 に
行 っ て い る 機関 と の学術交流 を 希望 し て い た 。
幸い和漢薬研究所 に は 、 外国人客員教授 の 免疫
機能制御部門が設置 さ れて お り 、 毎年中 国 か ら
教授 を招鴨 し て い る 。 中 国 で最大 の 中 医薬研究
機関で あ る 北京 の 中 国 中 医研究院か ら は 、 す で
に 2 名 の 客員教授 を 招轄 し た 実績 が あ る 。 ま
た 、 同研究院 中薬研究所の数名 の教授 と は 、 今
ま で に 何度 も 共同研究 を行っ て い る 。 お互い に
協定書 の 内容 に つ い て 協議 を 重 ね た 後、 平成 3
年 ( 1991 ) 1 1 月 14 日 田 辺正英副学長 を 団長 と し
た 訪中 団 を 派遣 し 、 本学 と 中 国 中 医研究院の 聞
で学術交流協定 を締結 し た 。 学術交流の 成果 と
し て は 、 す で に 同研究院か ら 中 国政府国費留学
生 と し て 和漢薬研究所 に 派遣 さ れ て い た 学生
が、 平成 7 年 ( 1995) 3 月 、 博士 (薬学) の 学
位 を取得 し て 帰国 し た と こ ろ で あ る 。
平成 5 年 ( 1993) か ら は、 科学研究費補助金
( 国 際学術研究一大学間協力研究) に よ る 中 国
中 医研究院 と の 共 同研究 「仏教 医 学 の 調査研
究J を 3 年間 の 予定で開始 し て お り 、 平成 8 年
( 1996) に は 、 そ の 成果が大 い に 期待 さ れ て い
る 。
現在、 中 国 だ け で な く 、 エ ジ プ ト 、 中央 ア ジ
ア諸国、 イ ン ド ・ 東南 ア ジ ア 諸国か ら 、 伝統医
薬 に 関 す る 共 同 研究 に つ い て 多 数 の 要望 が あ
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る 。 個人 レ ベル の 共 同研究 で は 、 す で に 多 く の
実績が あ る が、 今後 は、 大学問 だ け で な く 、 研
究所問、 あ る い は 各研究室 聞 の 学術交流協定 も
必要 に な っ て く る も の と 思わ れ る 。 そ の よ う な
場合、 研究費等 の 資 金 を ど う す る か、 な どが問
題で あ ろ う 。
中 国 中 医 研 究 院 の 概 要
[China Academy of Traditional Chinese 
Medicine (CATCM) ] 
所在地 : 北京市東城 区北新倉18号 100700 
創 設 : 1955年 12 月 19 日 当 初、 衛生部直
轄。 現在 は 、 国家中 医薬管理局直轄 の 中 医
薬科学研究セ ン タ ー お よ び主要な 医療、 教
育機関で あ る 。
構成部門 :
西苑医院 (第一臨床研究所、 老年病研究所
を付設)
広安門医院 (第二臨床研究所、 眼科研究所
を付設)
中薬学研究所
鋪灸研究所
骨傷研究所
中 医基礎理論研究所
中 国医史文献研究所
図書情報研究所 ( 中 医古籍出版社 を 付設)
中 医研究生部 (大学院)
衛生学校
中 医雑誌社
実験製薬工場
眼科医院 (建設中)
北京鋪灸骨傷学院 (大学)
中医臨床 な ら び に 情報、 鋪灸お よ び中薬の
3 部門 は 、 WH O と の伝統医学統合セ ン タ ー
と な っ て い る 。
職員数お よ び学生数
総職員 : 4， 300余名 ( う ち 研究者、 3， 000 余
名 ) 研究者、 研究員 (教授) ; 副研究員 (副
教授) 560余名 ; 助理研究員 (助手) 900余
名 、 そ の他技術者
大学院生 : 1990年 ま で に 502名 が卒業
中 医学、 中西医結合お よ び薬学 の 3 分野17
専門部で大学院生 を 受入れて い る 。 博士指
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導教官、 22名 ; 修士指導教官、 232名
国家か ら 指定 を 受 け た 5 つ の 教育研修基地 と
し て 、 1 ) 中 医研究班、 2 ) 中 医学史研究班、
3 ) 中 医薬文献研究班、 4 ) 西医学習 中 医班、
5 ) 国際鋪灸学習班が あ る 。
図書館 : 中国最大 の 中 医薬図書館 : 約30万冊
( そ の う ち に は 、 中医古籍、 孤本 ・ 善本 6 万
冊 を 含 む )
附属病院 : 西苑医院、 広安門医院、 鋪灸研究
所、 骨傷研究所お よ び中医基礎理論研究所
ベ ッ ド 数 : 1， 100、 年間外来愚者数 : 100万名
( そ の う ち 外国人 : 5， 000名)
研究 の概要 : 本研究院 の 中心任務 は科学的な
研究 と さ れ て い る 。 1990年 ま で、 431 項 の 研究
成果 を 挙 げ、 そ の う ち の一部 は 、 国家発明二等
奨 ( 1 項 目 : 青嵩素 に つ い て の 研究) 、 国家科
学技術進歩奨 ( 5 項 目 ) 、 衛生部 お よ び国家 中
医薬管理局科学技術進歩奨 (52項 目 ) を 受賞 し
て い る 。 1989年以来、 13名 の専門家が世界文化
理事会 か ら 表彰 を 受 け 、 “Albert Einstein" 世
界科学奨栄誉証書 を授与 さ れて い る 。 現在、 約
300 項 目 の 研究 を 行 っ て お り 、 そ の 一 部 は 、
WH O の 注 目 と 支持 を 受 け て い る 。
出版 : 中 医薬学術期刊 (雑誌 な ど) と 著作の編
集出版 も 行 っ て い る 。 現在、 国 内外向 き 、 出版
発行 さ れて い る 中 医薬専門 の 雑誌 は 、 8 種 あ る
( W 中 医雑誌』 、 『中西医結合雑誌』 、 『 中 国 中薬雑
誌』 、 『 中 国 鋪灸』 、 『 中 国 骨傷』 、 「 中 華 医 史 雑
誌』 、 「 中 国 医学文摘一中 医』 お よ び F 国外医学
中 医 中薬分冊� ) 。 本院が創設 さ れて 以来、 約
100種類 の 各種 中 医著作 を 主編 あ る い は 共 同編
集 し 、 孤、 善、 珍本古籍お よ び 中 医学術著作 を
整理出版 し 、 総数約300万冊 を発行 し た 。
国際交流 : 中 国 中 医研究院 は 、 数多 く の外国
の研究機関お よ び大学 と の学術交流お よ び共同
研究 を 行 っ て い る 。 毎年、 約200人 の 学者 を 学
術交流お よ び共同研究の た め に 海外へ派遣 し 、
約3， 000人 の 外国人研究者が本研究 院 を 訪問 し
て い る 。 1978年以来、 国際誠灸学習班お よ び各
種短期間の養成班 を 開設 し 、 80以上の 国家、 あ
る い は 地 区へ約2， 000名 の 鋪灸、 骨傷 な ど の 中
医薬専門技術員 を 派遣 し 、 多 く の人材 を 養成 し
7こ 。 ( こ の項 難波 恒雄)
日 本国 富 山 医科薬科大 学 と 中華人民共和国 中 自 主軒医院
と の 友 好 関 時 及 び 学 荷 主 流 に 関 す る 協 定 書
日 本 間 í:í l l l l)_:H薬科大小 と q，:;巨 人 民共和国巾 日 友 好恢 院 は 日 中 両 国 民 P 友 好
関 係 を 発 浪 き せ ? 学11，j 交 流 企 推進す る f グ' . 削 除閣 の 友 好 協 力 関係 を 制 改 守 る
こ と に 台立 L . 学 術 主 i，t;に 閉 し こ の 協定 を 締 結 t る こ と と L た 。
1 闘機関{丸 相互厘解 と 思量 し 合 》 精神 に づ き ， 次円学術交 流 を 打 九
( 1 )  干 ド円支術関係の字術情 線 を 交 流 し 合 う 。
(2) 研 究 を 行 う た め 教職員 及 び研究者 を 交 流 し 合 九
(3) そ の 他 河 機聞 が協議 し て 同 意 し た 事 淵
2 削機問lì， こ の 協定の実胞に 当 た っ て 、 に れl乎機関 の 法 規 及 び制度 を 退
干 し ( 分 な 協 議 を 経 て 学術 交 流 を 行 う .
3 こ の 協定u 必3更の任 七 た と き に は 五 い の 協 ;i\ ! 同�Ô� (:. 符 て 改め る こ と カ C
さ支 λ 、- �
4 こ の協)(.(:1:， 1 9 8 6 .'1-ーに 中 市人民共和l-iilr{' 日 友好医院?調 印 し 各々 が 1'1
l羽 詰に よ る 協 必 設 を 交換 し 合 つ 。
5 こ の協には 淵l:jl L た け か 1， 効 力 を 生 じ 3 年 間効 力 を 有 す る も の と し ，刈
機関 に 呉誠 が な け れ ば 引 き 続 き 史 新 引1 る 。 た だ し ず れ カ 叫 貼附 ζ の 協
J己 を 終 了 し よ 1 と 守 る と さ は そ の 6 月 11'1 ま てtこ 書問 を も A て 通知す る も の と
す る p
6 .  !-J '1' 向 111 の 日 国語 に よ る こ の協定需は いl 等 の 効 力 を 右 す る 。 ょ の 協 定 諮 は
各 2 m;作成 L ， f! 字 国 高 山 医 科薬科大学 と 中 華 人民共和 国 中 日 友 好匹 院 と は そ
れ ぞれ 1 先日 ず つ保存す る 。
11 4'5jI7 日
日 本出富山医科薬科大学 '1'草 人民共干!I[�1Jl1' 日 友 好際院
宇 、
物営む
中 日 主 持 軍 院 lj 富 山 医 科 酉 科 大 学
結 成 主 舟 長 五 E 学 オミ 吏 ìII. 的 協 世 帯
中 日 友好 医 院 号 富 山 巨割 弱科大控fJ T # 展 ヰz 目 前 回 人 民 的tx_官長 $. ，
4ß:t:ì: 学 求 主 流. ;;Z ;方 向 意月 二主 主主f共 Ji-. 井就学坊 主 流姉括本排浪。
1 _ JCゲ本着相互理，1l.， 相互草宜的精神道行'"下学，，�主流.
(1崎 吋 吏扶苧木研 究情説膏軒.
は)互振監査人 員 . 研究人 員 及 管 理人 民 赴 行詐学、 研普及課用協作。
(3)ヲF轟其』邑;;Z/J tか ι司 同 湾 曲項 目 .
号 、 在悼作 中 害指人 IA必>>i草萱， 理 守対7/的 法規足並傘樹皮， 主主充
分悼 商， 進行学求吏況.
3 、 悼世帯 要y!政吋， 畳J(ブ7i:品開 1'1 意 后 . W 可世世.
4 、 本悼世一九八六年 在中傘人民共和 田 中 日 友好医院甚宇井相互
交扶本国 :詩的 丈本， 中 日 1吾紳丈ヌド 阿 寺有按. 中 日 Z好 極 ，)t R 富 山 邑科11
科大全会均持中 日 清粋丈本谷ー叶.
ムr 悼世帯JA笹宇之 目 見 生妓. 有設期三年， 知県到 期;;z方5最長 出 井世
'J�. _:t� wìi-i� 総裁匙t三年一・ 臼是， 任両 方揖要終止本 Þifil， 須千本協
与 止子干始前六ノト月 初 面 吐 出 .
; r S6年五「月 7 R
，)， 茶 人 民 洪 相 問 中 日 友Hr-官民
が 卓;i町!
民
日 本国 富 山 医科薬科大学 と 中 華人民共和国
中 間 中 医研究院 と の学荷主流に 関 す る 協定書
日 本国 民 山医科薬科大限 左 中執 人民男 子日間 中 I盟 小 医研究況は、 1] 11' 両 国 民 の
友 好 開 訴 を 発咲 き ぜ 。 学術交流を 推進す る た め， 方正'f的 な協議に基づ き ， 珂機
開 わ す‘術交流及 び友芦日羽 係 を 樹 ぴ す る こ と に 合意 し 。 こ の 協 定 を 締結 守 る こ と
と し た e
I 問機聞 は φ 相互理解に 基づき ， 次の学術交流 を 行 ヲ 。
山 科学校術開係の学術情報 を 交 流 し 合 う 。
121 研究及び教育 を 行 ? ため 教職員及び研究者 を 派;u し 合 う 。
131 そ の 地両機聞が協議 し て 同意 し た事頂
2 刷機聞は ， こ の I�定の実施に 当 た っ て ， 平等互恵並び』 相互埋I�干の精神に
部づ き 互 い に 相 手機 苅 グ)法鋭及 び制度 を $.1I1 L ， 十 分 な 協 議 を 続 て 学術交
北 を 行 h
3 こ の協定Ii. 必官'0) �上 じ た と き に は 五 いの協議 と 同 意 を 経 て 改め る こ と が
む き る r
4 と の 協定は. 1叩l年に 中総 人民共和 国 斗3 国 中 隊紛究院で調印 し ， 各 々 が 日
国語に よ る 協定設 を 交換 し 合 品 。
5 .  [-1 11'両 国 の a 国語に よ る こ の協 定書 U: ， 同等の判力 を ;(11 る e
ド 協定i!}1ま X- 3 者11作成 L ， 日 本国 商 [11医科薬科大学 と 中 裕 人 民 共 和 国 中 出
中 眠術究院 と は そ れ ぞ れ l 部保存 F る ほ か， 両機関の行E又J の管狸部門 に l志
向 国語に よ る も 円 を 保 存す る 。
6 こ の 協 定 監 は ， 調 印 し た R か ら 効 力 を 辻 じ :3 �I 問効力 を 有 守 る も の と し，
同機関に 異議が な け れ ば引 き 続 き 更新 さ れ る . た だ し . い ず れ か の機関カ こ
の 協 定 を 終 了 し よ 7 と す る 左 き は . そ の 6 筒 月 前 ま で に 寄函 を も っ て 通知市
る も の と す る .
' '1 '' 1 年 11 月 ''1'日
日 本国 詰 山 臣科薬科大学
学 川、 時
中華人民共和国 中圏中酪研空院輿 日 本 国
富 山 留 科 薬 科 大 畢 翻於畢術史斑協議書
中 裕 人 民共平日 間 中 開 中際研究食興 臼 本岡 高 l[J鴨科礎科大JJ�， 為 吸 1民 日 '1' 雨閏
人民的友録馴 係 推進争術交流 同 意 在 友 好 協商的装礎 上 挫.tr双方的懇術支
配及友野腕臼f.. 為比簸訂本協議容。
l 双方在相互理解的基礎上， 進行下列候術交流。
111  開反科坐技術}j商的感術主流。
121 為進行研究及教育， 互派教職員 及研究 人 貝 .
131 其他紐双方協商同意的事項a
2 双方為賓旋本協議， 在平等互恵*flTL狸解的基礎 上 相五 雄重針方的法規
及制度p 経充分協商進行事Wr主流.
3 . 本協時書 必製時経双方1樹議、 准同意的基礎上可j並行修改。
4 本協議、 於19引2γ 在 中 兼 人民共利 岡 中 間 中 瞳 研究院簸今 、 各E換本副文
本的協議欝.
5 日 本両国文本的協議帯具有同等歎力句
本協議書各製作多部、 中挙人民共 和 問 中 圏 中酪研究院奥 日 本圃富 山積科
饗科大名手各保存安部 双方上司 行政管理ll'm保存本問 文本a
6 本協議諮 問 後字的 日 起生敬 三 年 1白 波p 仰双方無異議�<Ï'ñ1組織更新，
知任何一 方姿終品 本協議時、 間駐在終止六個 月 前以郵ilíl通知針方F
l'fCll '1' 11 Pl I7-" 
5 ) カ ン ビー ナ ス大学 と の交流
昭和62年 ( 1987) か ら 、 ブ ラ ジ ル 国 に お け る
消化器関連医療体系 ( と く に 、 食道静脈癌等 の
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消化器疾患 に 係 わ る 診断、 治療お よ び予防) を
確立す べ く 、 国際協力事業団 ( J 1 C A ) と の
国際協力事業が展 開 さ れて い る 。
チ ュ ラ ロ ン コ ン大学 と の 交流
昭和61年 ( 1986) か 弘 前頭部脳癌対策 に つ
い て 共同研究が実施 さ れた が、 現在、 新 し い課
題 に つ い て も 検討 し て い る 。
ノ \ サ ヌ デ ン大学 と の交流
昭和田年 ( 1987) か ら 、 コ レ ラ 菌 に 関す る 共
同研究が実施 さ れた が、 現在、 新 し い課題 に つ
い て も 検討 し て い る 。
6 ) 国際学会の開催
定期的 に 開催 さ れ る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
1 和漢薬 ( 中薬) の 医学薬学的研究 に 関す
る 日 中 シ ン ポ ジ ウ ム
民族 の偉大 な遺産 と も 言 う べ き 和漢薬 に つ い
て 、 本学 と 中 国衛生部 と の 共催で中西医学 を 統
合 し た 臨床研究 に 関 す る 第 1 回 目 の 研究交流
が、 昭和60年 9 月 富 山市 に お い て 開催 さ れ た 。
そ の後、 こ の研究交流 は 、 北京市 と 交互 に 計 4
回 開催 さ れて い る 。 第 5 回 目 は、 平成 7 年10月
11 日 、 12 日 の両 日 に わ た っ て 「 中 国 医学 と 漢方
医 学 を 考 え る 。 」 を 主 題 に 、 富 山 市 ( 県 民 会
館) で開催 さ れ る 。
2 国 際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山
人類の 長年の英知の賜物であ る 伝統医薬学 を
見直 し 、 健康の 維持、 増進 に 寄与す る こ と を 目
的 に 第 1 回 目 は 、 平成 4 年 8 月 富 山市 に お い て
開催 さ れた 。 そ の後、 毎年富 山市 に お い て 開催
さ れ、 第 4 回 目 は 、 平成 7 年10月 1 1 日 、 12 日 の
両 日 に わ た っ て 、 富山市 ( 県民会館) で開催 さ
れ る 。
3 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「知覚、 記憶、 情動 の
脳内機構 : 神経科学の最前線」
知覚、 認知、 記憶、 情動 の脳内機構 を 明 ら か
に し 、 ヒ ト の精神機能の 一層 の理解 と 健忘症、
老年痴呆 な ど の精神疾患の 原因解明、 予防や治
療法の 開発 を 目 的 に 、 全世界の第一級の研究者
が一堂 に 会 し て 、 第 1 回 目 は 、 平成 3 年10 月 富
山 県大 山 町 (大山研修セ ン タ ー) に お い て 開催
さ れた 。 第 2 回 目 は 、 前 回 と 同様 に 全世界の 第
一級の研究者 を招待 し 、 平成 7 年 7 月 3 日 か ら
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5 日 間 に わ た っ て 富 山 県大 山 町 (大 山研修 セ ン
タ ー ) に お い て 開催 さ れた 。
今後 も 定期 的 に 神経科学 の 最前線の課題 に つ
い て 、 こ の よ う な 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催 を 予
定 し て い る 。
7 )  国際協力事業の実績
国 際協力事業団 ( J 1 C A ) と の協力事業
1 カ ン ビ ー ナ ス 大学 ( ブ ラ ジ ノレ) 消化器病
診断 ・ 研修 ゼ ン タ ー プ ロ ジ ェ ク ト
ブ ラ ジ ル 国 に お け る 消化器関連医療体系 ( と
く に 、 食道静脈癌 の 消化器疾患 に 係 る 診断、 治
療及び予防等) を 確立す べ く 、 昭和61年 ( 1986)
に プ ロ ジ ェ ク ト 方 式 に よ る 技術協 力 が計 画 さ
れ、 昭和61年か ら 同62年 に わ た っ て 調査団 が派
遣 さ れた 。 昭和63年 5 月 に は 、 日 本側 プ ロ ジ ェ
ク ト チ ー ム と カ ン ビ ー ナ ス 大学 と の 間 で協議書
が交換 さ れ た 。 専門家 の 派遣、 研修員 の受入れ
計画、 医療機材 の検討等 の準備期間 を 経 て 、 平
成 3 年度 ( 1991 ) か ら 5 年計画 で本格的 に 専 門
家 の 派遣、 研修員 の 受入れが開始 さ れた 。 そ の
後、 常時 2 名 の専門家 を 交替で派遣す る と と も
に 、 毎年延べ数名 の研修員 を 受入 れ て い る 。
2 ア ス ン シ オ ン 大 学 (パ ラ グ ア イ ) と の
「ノ f ラ グ ア イ 薬草の化学、 薬学的共 同研究」
昭和60年度 (1985) か ら 開始 さ れ、 所期 の 目
的 を 達成 し て 、 昭和62年度 に 終了 し た 。
3 チ ュ ラ ロ ン コ ン大学 ( タ イ ) と の 「前頭
部脳癌対策」
昭和61年度 ( 1986) か ら 開始 さ れ、 所期 の 目
的 を 達成 し て 、 昭和63年度 に 終了 し た 。
8 ) 世界保健機構 (W H 0 ) と の協力事業
WH O 伝統医学研究協力 セ ン タ ー
世 界 の 伝 統 医 学 の 情報収集 ・ 発信基地 と し
て 、 昭和63年 ( 1988) 4 月 に 、 本学附属病院 中
央診療施設和漢診療部が標記セ ン タ ー に 指定 さ
れ た 。
9 ) 日 本学術振興会 と の協力事業
l 東南 ア ジ ア 学術交流事業 ( イ ン ド ネ シ ア
と の 拠点大学方式) : 平成元年度 (1989) 開始
交流分野 : バ イ オ サ イ エ ン ス (伝統薬物 の 資
源開発)
拠点大学 : 名 古屋大学 ・ バ ン ド ン工科大学
協力大学 : 本学和漢薬研究所
2 東南 ア ジ ア 学術交流事業 ( タ イ と の 拠点
大学方式) : 平成 2 年度 (1990) 開始
交流分野 : 薬学 (天然物化学 ・ 高分子化学)
拠点大学 : 東京大学 ・ チ ェ ラ ロ ン コ ン大学
協力大学 : 本学薬学部、 和漢薬研究所
国 際交流基金 に よ る 事業
国 際交流基金 の 創設
本学国 際交流基金 は 、 本学 の 国際交流推進の
た め に 関係各位か ら 寄せ ら れた 資金 を 基 に 、 平
成元年 2 月 に 創設 さ れた も の で あ る 。
基金 に よ る 事業 は 、 基金 か ら 生 じ た 果 実 を
も っ て 行 う こ と と し 、 平成 3 年度 か ら 次 の事業
(援助) を 開始 し た 。
1 研究者 の招轄
2 私費留学生へ の奨学援助
3 教職員 の 派遣
4 学生の留学 (派遣)
5 国際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催
6 大学問交流協定 に よ る 交流
7 そ の 他
10) 国際交流会館の設置
昭和62年 4 月 、 外国人留学生お よ び外国人研
究者 に 居住の場 を 提供 し 、 ま た 教育研究 の 国際
交流の促進 に 資 す る こ と を 目 的 に 開館 し た 。
原則 1 年の 居住 を 限度 に 活用 し て い る が、 留
学生や研究者 の増加 に 伴 い 、 常 に 満室の状況 に
あ る 。
建物延面積 : 1， 060m' 
共 用 施設 : ロ ビ ー 、 談話室 ・ 図 書室、 研修
室、 洗濯室
居住施設 : 単身室18室、 夫婦室 3 室
家族室 4 室 計25室
(前本学国 際交流委員会委員長 小野武年)
海 外 報 告
富 山 医科薬科大学で実施中 の 国際協力事業団
( J  I C A ) 医療協力 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て
ーサ ンノ f ウ ロ 州立 カ ン ビ ー ナ ス 大学医学部消
化器病診断研究セ ン タ ー プ ロ ジ ェ ク ト ( J 1 
C A 1990�95年) の 現況 と そ の 周 辺事情一
総 括 指 導
国 内 委 員 長
現地チ ー ム ・ リ ー ダー
佐々 木 博
藤 巻 雅 夫
山 本 恵 一
富 山 医科薬科大学で は 、 1986年 (昭和61) 初
よ り 藤巻、 佐々 木、 渡遺教授 ら に よ る 州立 カ ン
ビ ー ナ ス 大学 (以下 カ 大) と の 事前協議、 準備
調査等 の の ち 、 1990年 7 月 に標記 プ ロ ジ ェ ク ト
方式 に よ る 国 際 医 療 協 力 を 、 琉球大学医学部
(寄生虫学) 等 を 含 め た 支援体制 の 下 に 発足せ
し め 、 1994年 5 月 以降 山本がチ ー ム ・ リ ー ダー
を継承 し て 渡伯 し 、 現在 に 至 っ て い る 。 O D A
プ ロ ジ ェ ク ト 協力規定 に よ れ ば、 奇 し く も 本学
創設20周 年 を 刻す る 1995年 7 月 を も っ て 協力活
動 の 完結 を 達成す る こ と に な っ て い る が、 目 下
そ の協力延長、 第 2 期計画へ の 発展 に 向 け た 企
案策定が、 日 伯双方 に お い て 熱心 に 進め ら れつ
つ あ る 。
1 . 背景 ・ 環境
ブ ラ ジ ル の 人 口 1 億5， 000万人 の う ち 、 サ ル
パ ド ル (パイ ア 州) 以南、 リ オ ・ グ ラ ン デ ・ ド
・ ス ル ま での 大西洋岸 と 、 そ れ に 接す る 内 陸部
に そ の 大部分が集 中 し て い る 。 サ ンパ ウ ロ 州 は
同地域 の 中心的存在で あ り 、 産業、 文化の水準
は 圏 内 で も 最高 と 言 わ れて い る が、 医療面で も
同様で あ る 。 し か し そ の反面、 同 国 の一大特徴
と さ れ る 貧富 の較差の 著 し い こ と で は 国 内僻地
(北部、 北 東 部) と さ し て 変 わ る と こ ろ な く
( ブ ラ ジ ル の 上下所得較差78倍、 国 際的 に も 首
位 を 争 う 。 因 み に 日 本 の そ れ は 4. 5倍。 J 1 C 
A 資料) 、 富裕階層 (総人 口 の 約10 % に 満 た な
い と い わ れ る ) に奉仕す る 私立高級病院 を 別 と
す れ ば、 総人 口 の約30% を 占 め る 貧困階層 の 患
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者が ま と も な診療 を 望む場合、 そ れ に 対応可能
な公立病院、 す な わ ち 州立 3 大学の 附属病院等
に 集 中 す る こ と に な る 。 こ れ ら 3 大学附属病院
( カ 大学病院 も 含 ま れ る ) の 医療費 は 州税等 か
ら の給付金の み に よ っ て 賄わ れ、 患者負担 を 免
ぜ ら れ る か ら で あ る 。 な お 当該施設の 医師た ち
に 支払わ れ る 州給 は 、 日 本 に お け る そ れ よ り も
遥か に 低廉であ り ( 日 本 円換算で15�25万 円 前
後) 、 つ ま る と こ ろ 私立病院 の 兼業 (多 く は 午
後勤務) に よ る 副収で彼 ら の 生活 を 維持 し て い
る 。
カ 大 消 化器病診断研究 セ ン タ ー の 教育 担 当
者、 レ ジ デ ン ト ら の 資質 は 国 内 で も 最高水準 に
あ る と い わ れ、 私 ど も と 比べ て も さ ほ ど遜色 あ
り と は 思 わ れ な い 。 し か し使用機器の整備、 訓
練教育 に 関 し て は 、 同 国最高 レベルの カ 大 と い
え ど も 協力 開始 ( 1990年) 時 に は わ が国 の そ れ
ら に 較べて 遥か に 劣 り 、 私 ど も の援助、 技術移
転 の効果 は絶大で あ っ た 。
2 医療協力 5 カ 年の成果
カ 大病院 (600床) の管轄す る 医療圏約500粁
四 方 ( 日 本中部圏の 4 倍強) 、 対象人 口 400万人
に と っ て 唯一 の 高 レベル公共医療機関 を 目 指 し
て 雲集す る 患者 に 対 し て 行 っ て い る 消化器診療
の 内訳 を最新 (1993年度) の集計で示す と 、 内
視 鏡 諸 検 査 7， 100 余件 (南 米 大 陸諸施設 中 随
一、 早期 胃 癌診断件数 (率) は 、 当初の 0 % が受
診者 中 20 % に ま で上昇) 、 超音波検査5， 000余
件、 X 線透視 (注腸検査 を 含 む) 1， 500余件、
ま た 同 国 で は手術、 お よ び内視鏡等検査前 に 行
う 習慣の な か っ た 感染症 ス ク リ ー ニ ン グ検査の
実施延22， 000件余 (受検者の約 2 % に A I D S
陽性) に の ぼ っ た (図 1 ) 。 そ の 他手術、 生検
に 伴 う 病理組織検査 は 4， 000件 を 超 え 、 日 本側
指導 に よ る 臨床研究 も 消化吸収試験 ( 7， 000余
件) 、 へ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ の 上部消化管感
染病態追究 な ど の ほ か、 病原寄生虫 の探索、 免
疫血清学的診断法 の 開発 (現地抗原 に よ る ) も
進 め ら れつ つ あ る 。
さ ら に 外科治療 の 内容 を 過去 5 年間 の 手術数
の う ち 、 上部消化管の場合 を と っ て 示す と 、 総
数903例の う ち 、 食道309例 ( シ ャ ー ガ ス 病巨大
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図 l 各種検査診断件数の推移
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表 l 食道 ・ 胃 手術 ( 開腹) 症例 内訳
1987.  1�1994. 12  
Esophagus 
恥1egaesophagus
Cancer 
Stomach 
221例
88例
Ulcer 
Vagotomy リι門V戸l同dnHU --
、11111kill--ノphuハHdqLにり 1ょ
Gastric resect 
Cancer 
Resection 
Others 
245 1 � . .. . ， (切除率r341例96 J "'T L ln 7 1 . 8 % )  
58例Others 
903例
UNICAMP GASTROCENTRO 1994 
食道症221例、 癌88例) 、 胃 536例 ( 胃 潰疹195例
に つ い て は迷切126例、 切除69例、 胃 癌切除341
例) と な っ て い る (表 1 お よ び 2 ) 。 詳細 は 略
す る が、 上述の各手術例 の術後管理の た め 50床
表 2 巨大食道症 (Chagas etc. ) 手術症例
1987. 1 � 1994. 12  
Heller'op 159例 71. 9% 
Esophagectomy 24例 10. 8 %
Thal 'op (vagotomy 十 Heller') 16例 7. 2%
Cir.de 孔1eraradino'op 17{7U 7. 6% 
Esophagogastric anastomosis 5 例 2. 5%
221例 100%
UNICAMP GASTROCENTRO 1994 
図 2 消化管手術 ( 胃 、 小腸お よ び大腸各切除
再建術) の 通常術前後管理様式
A . 開腹手術の場合
入院
| 2 1 - 1 1 op 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 
検査 前処理
Polyethylene 
glycol (経 口 )
B . 腹腔鏡子術の場
前処理 (点滴)
経 口 退院 ・ →
退院 … ー → 
表 3 各種内視鏡 (腹腔鏡) 手術例
1991. 1 � 1994. 12 
孔1egaesophagus
Nissen (症例 に よ り Heller'op併用) 法 152 例
Cholelithiasis， Cholecystitis ほ カミ
Minilaparotomy併用法 486 例
に 満た な い定床 を 、 他の肝、 醇、 下部消化管 グ
ル ー プ と 分 け合 い 、 1 例 当 た り 平均 5 日 前後の
術後入院期間で回転 さ せ る ( 図 2 ) と い う 、 私
ど も の 目 か ら み れ ば離れ業 を行っ て い る 。 そ れ
を補 う 手段 と し て 、 供与機器 に よ る 腹腔鏡子術
が著増 し 、 そ れ ら 技術 の 向 上 に は 瞳 目 す べ き 成
果が上 っ て い る (表 3 ) 。 し か も 一方 で全肝移
植 も 20例近 く を 実施す る な ど、 外科 ス タ ッ プ の
意欲 に は極 め て 旺盛 な も の が見 ら れ る 。
3 . ブ ラ ジル医学 (高等) 教育援助の意義
以上述べた 如 く に 、 カ ン ピ ー ナ ス 大学 に お け
る わ が国 O D A プ ロ ジ ェ ク ト が、 そ れの管轄す
る サ ン パ ウ ロ 州 第 5 行政 区 の 低所得者層 に 対
し 、 消化器病診療 を 中心 と す る 医療福祉 の 向上
に 直接貢献 し て い る こ と は疑 い な い と こ ろ で あ
る 。 そ れ と 並 ん で重要視 さ る べ き こ と は 、 本 プ
ロ ジ ェ ク ト の諸成果が、 単 に サ イ ト 内 に 限局化
さ れ る こ と な く 、 そ こ での卒前、 卒後教育 を 通
じ 、 さ ら に ま た 同 国 内 、 外での研究会、 学会等
に お け る 各種学術発表、 教科書、 教育用 ビ デオ
制作な ど を通 じ て な さ れ る ブ ラ ジ ル臨床消化器
病学の レ ベ ル 向上への貢献で あ る 。
こ れ に つ い て は 、 カ ン ビ ー ナ ス 大学が医学高
等教育機関 と し て は サ ンパ ウ ロ 大学 と 肩 を 並べ
る 優良校の評価 を 受 け て お り 、 こ れ よ り 輩出 す
る 若手医師達が近未来 に お け る ブ ラ ジ ル医学界
の 指 導 層 を構成 す る こ と は 疑 い な い と こ ろ で
あ っ て 、 彼 ら に対す る 技術移転 の効果が 日 伯 医
学協力 に も た ら す好影響 に は計 り 知れな い も の
が あ る と い っ て も 過言で は な い 。
私 ど も の プ ロ ジ ェ ク ト サ イ ト の サ ンパ ウ ロ 州
は 、 既述の 如 く 医療分野 に お い て オ ー ス ト ラ リ
ア 、 南 ア フ リ カ 共和国 と 並ぶ南半球の 3 大先進
地域 の一つ で あ り 、 特 に ブ ラ ジ ル は 経済の 回復
と 相 ま っ て 南米の 指導的国家た ら ん こ と を 目 指
し て い る 。 こ の 1995年 に 日 伯 修好100 年 を 迎 え
る こ と の意義 も 大 き く 、 本学 の 国際的貢献の一
端 を そ の創立20周 年 に 当 た っ て 顕示す る こ と の
で き る 喜 び を 同学諸賢 と と も に し た い 。
な お 本 プ ロ ジ ェ ク ト への 派遣 に協力 さ れた 医
師、 技 師 ほ か 64名 中、 本学関係 者 38氏 の 芳 名
(敬称、 職位略) を 記 し 、 深謝の 意 を 表す る 。
愛場信康 青山圭一 新井英樹 折原正周
勝山新弥 唐木芳昭 倉茂洋一 黒木嘉人
小泉富美朝 康 山俊学 斉藤清二 斉藤毒ー
榊原年宏 坂本 隆 佐々 木 博 清水哲朗
清水幸裕 霜田光義 鈴木修一郎 高原照美
竹森 繁 田 沢賢次 回 中三千雄 月 城孝志
土田敏博 南部修二 根本美洲 樋 口 清博
藤井 惇 藤巻雅夫 舟木 淳 宮林千春
山崎高応 山下芳朗 山 田 明 若木邦彦
若林泰之 渡遺明治 (五十音11原)
( 山本恵一)
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第 2 節 主 宰 学 会
昭和60年度 か ら 平成 6 年度 ま で に 開催 さ れた 本学関係者主 宰 の 学会 ( ，地方会」 以上) を 年次別 に
列挙 し 、 学会活動 の一端 を 紹介す る 。
開 催 年 月 日 称名 b. Z三三 場
昭和60. 7. 14 第 7 回北陸医史学同好会 | 富山県民館
昭和60. 8. 3� 8. 4 I 第 2 回富山医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナ ー | 立山国際ホ テ ル
昭和60. 8. 30� 8. 31  I 第2 1田中部 日 本小児科学会 | 富山 県農協会館
昭和60. 9 . 1 � 9 . 2 I 和漢薬 ( 中薬) の 医学薬学的研究 に 関す る 日 中 I �富 山県民会館
シ ン ポ ジ ウ ム
昭和60. 10. 16�10. 18 I 第44回 日 本公衆衛生学会総会
昭和60. 10. 22�10. 24 I ア ー ユ ル ヴ、 エ ー ダ研究会第 7 回研究総会
昭和60. 10. 26 日 本 口腔科学会中部地方会
昭和60. 1 1 . 15� 1 1 . 1 7 I 第 5 回富山 カ ン フ ァ レ ン ス
昭和60. 12 . 14 第 6 回北陸先天異常研究会
昭和61. 3. 9 第214回 日 本小児科学会北陸地方会
昭和61. 4. 23� 4. 24 I 第51 同 日 本温泉気候物理医学会
昭和61. 6. 14 第13 1 凶 H 本内科学会北陸地方会
日召平日61. 7. 5 日 本核医学会第14 loj中部地方会
富 山県民会館
立山国際ホ テ ル
富 山医科薬科大学
立山国際ホ テ ル
富 山県民会館
富山医科薬科大学
宇奈月 福祉ゼ ン タ ー
富 山医科薬科大学
富 山県民会館
昭和61. 7. 6 I l:::I 本医学放射線学会第91 [日l中部地方会 | 富山県民会館
昭和61. 7. 19 第 8 回中部 日 本神経精神薬理学研究会 i 言山医科薬科大学
昭和61. 8. 2� 8. 3 I 第 3 回富山医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナ ー | 立山国際ホ テ ル
昭和61. 8. 31� 9. 2 I 第 6 田富 山 カ ン フ ァ レ ン ス | 立山国際ホ テ ル
昭和61. 9. 27� 9. 28 I 第37同 日 本皮膚科学会中部支部総会学術大会 | 富 山県民会館
昭和61. 10. 20� 10. 2 1  I 第18 l口l薬物代謝 と 薬効 ・ 毒性 シ ン ポ ジ ウ ム | 寓 山県民会館
昭和61. 1 0. 22 日 本薬物動態学会第 l[Fi]年会
昭和61. 10 . 30� 10. 3 1  I 第67田 中部 日 本整形外科 ・ 災害外科学会
昭和61. 12. 14 第217回 日 本小児科学会北陸地方会
昭和62. 2. 14 第57回 日 本循環器学会北陸地方会
昭和62. 2 . 15 第335同 日 本泌尿器科学会北陸地方会
昭和62. 2. 22 第322凶 H 本皮膚科学会北陸地方会
昭和62. 3. 8 第26回 日 本臨床病理学会東海 ・ 北陸部会総会
昭和62. 3. 28 昭和62年度北陸体育学会
昭和62. 4. 24� 4. 25 I 第 4 回 日 本顎顔面補綴学会総会
昭和62. 5. 16 日 本生化学会北陸支部第 5 回大会
昭和62. 6. 13 第336回 日 本泌尿器科学会北陸地方会
日百不日62. 6. 14 
昭和62. 6. 28 
日 本産婦人科学会北陸連合地方部会
第49回 日 本消化内視鏡学会 ・ 北陸地方会
富 山県民会館
富 山県民会館ほ か
富山医科薬科大学
富山医科薬科大学
金沢大学
金沢大学記念館
富 山医科薬科大学
富山医科薬科大学
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
富 山医科薬科大学
福井医科大学
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
富 山医科薬科大学
昭和62. 7. 25� 7. 26 I 民衆思想研究会 ! 高志会館
昭和62. 8. 1 � 8. 2 I 第 4 回富山医科薬科大学整形外科立 山 セ ミ ナ ー l 立山国際ホ テ ル
昭和62. 8. 22 第23田中部外科学会総会
昭和62. 8. 28� 8. 29 I 第 4 同和漢医学会
昭平日62. 9 . 6 第136回 日 本内科学会北陸地方会
高志会館
富 山県民会館
富 山医科薬科大学
世 話 人
松 田 健 史
辻 陽 雄
岡 田 敏 夫
難 波 恒 雄
渡 辺 正 男
難 波 恒 雄
古 田 勲
荻 田 善 一
松 田 健 史
阿 国 敏 夫
柿 下 正 雄
篠 山 重 威
柿 下 正 雄
柿 ←卜 正 雄
武 田 龍 司
辻 陽 雄
荻 田 善 一
諸 橋 正 昭
小 泉 保
小 泉 保
辻 陽 雄
岡 田 敏 夫
篠 山 重 威
片 山 喬
諸 橋 正 昭
桜 川 信 男
金 子 基 之
古 田 勲
小 橋 恭 一
片 山 喬
泉 陸 一
田 中三 千雄
小 津 浩
辻 陽 雄
山 本 恵 一
大 浦 彦 吉
佐々 木 博
AE 
場
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世 話 人開 催 年 月 日 名 称
昭和62. 9. 6 第324回 日 本皮膚科学会北陸地方会 ! 富山県民会館 | 諸 橋 正 昭
昭和62. 9. 6 第337回 日 本泌尿器科学会北陸地方会 ! 富山県民会館 | 片 山 喬
昭和62. 9. 6 第220回 日 本小児科学会北陸地方会 ! 富山医科薬科大学 | 岡 田 敏 夫
昭和62. 9. 29--10. 1 I 第22回 日 本ア ル コ ール医学会総会 ! 富山県民会館 | 中 西 頴 央
昭和62. 10. 6 第 6 回胸腺研究会 ! 石川 県教育会館 | 山 本 恵 一
昭和62. 11 . 6 第 9 回 日 本学術会議毒科学研連 シ ン ポ ジ ウ ム 1 富山県民会館 | 中 西 頴 央
昭和62. 11 . 29 I 第23回 日 本皮膚科学会北信越合同地方会 | 富山県民会館 | 諸 橋 正 昭
昭和62. 12. 6 I 第42回 日 本麻酔学会北陸地方会 | 富山医科薬科大学 | 伊 藤 祐 輔
昭和62. 12. 20 I 第325回 日 本皮膚科学会北陸地方会 | 高志会館 | 諸 橋 正 昭
昭和62. 12. 20 I 第338回 日 本泌尿器科学会北陸地方会 l ホ リ デ ィ ・ イ ン金沢 | 片 山 喬
昭和63. 2. 13 I 第339回 日 本泌尿器科学会北陸地方会 i 金沢医科大学 | 片 山 喬
昭和63. 2. 20 I 第209回北陸外科学会 | 富山医科薬科大学 | 山 本 恵 一
昭和63. 3. 19 I 第 4 回耳鼻咽喉科情報処理研究会 i 富山県民会館 | 水 越 鉄 理
昭和63. 6. 3-- 6. 4 I 第12回北 日 本脳神経外科連合会 | 富山県教育文化会館 | 高 久 晃
昭和63. 6. 18 I 第24回 日 本脳神経外科学会中部地方会 | 高志会館 | 高 久 晃
昭和63. 7. 2 I 民族薬物 と そ の資源 に 関す る シ ン ポ ジ ウ ム 1 富山医科薬科大学 | 難 波 恒 雄
昭和63. 7. 2 I 第340回 日 本泌尿器科学会北陸地方会 | 富山医科薬科大学 | 片 山 喬
昭和63. 8. 6-- 8. 7 I 第 5 回富山医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナ ー ! 立山国際ホ テ ル | 辻 陽 雄
昭和63. 9. 4 I 第341回 日 本泌尿器科学会北陸地方会 ! 福井医科大学 | 片 山 喬
昭和63. 10. 11 I 第 1 回上皮輸送研究会 ! 京都大学会館 | 竹 口 紀 晃
昭和63. 10. 23 I 第 2 回 日 本病院薬剤師会北信越ブロ ッ ク 学術大 ! 高志会館 | 堀 越 勇
昭和63. 11. 4--11. 5 
昭和63. ll .  26 
昭和63. 12. 2 
昭和63. 12. I I  
H百平口63. 12. 18
平成元. 5. 13 
平成元. 5. 19 
平成元. 5. 29-- 6. 2 
平成元. 6. 1-- 6. 2 
平成元. 7. 1 
平成元. 8. 5-- 8. 6 
þ­ヨ三
第35回 日 本結核病学会 1 
第24回 日 本胸部疾患学会 ↓ 合同北陸地方会
第 9 回 日 本気管支学会 j 
北陸先天異常研究会第 9 回学術集会
第28因子宮癌研究会
第225回 日 本小児科学会北陸地方会
第342回 日 本泌尿器科学会北陸地方会
第 7 回 日 本血液学会北陸地方会
国際食道疾患会議 日 本部会第 5 回総会
第 6 回国際ア イ ソ ザイ ム会議
第39回電気泳動学会春季大会
第23回 日 本肺癌学会北陸地方会
第 6 回富山医科薬科大学整形外科立山 セ ミ ナ ー
高志会館
富山医科薬科大学
富山県民会館
富山医科薬科大学
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
ホ テ ルニ ュ ー金沢
高志会館
富山県民会館
富山県民会館
富山県医師会館
富山厚生年金休暇セ
ン タ ー
平成元. 10. 14--10. 15 I 第 3 回和漢薬 (中薬) の医学薬学的研究 に 関す | 富山県民会館
る 日 中 シ ン ポ ジ ウ ム
平成元. 10. 20--10. 21 I 第32回 日 本感染症学会中 日 本地方会
平成元. 10. 21--10. 22 I 日 本放射線技術学会第24田中部部会
平成元. 11. 4--11. 5 I 第39回 日 本泌尿器科学会中部総会
平成元. ll . 9--11 .  10 I 第26回 日 本細菌学会中部支部総会
平成元. 11. 18 
平成元. 11. 25 
平成元. 12. 2 
第 7 回麻酔 ・ 集中治療 コ ン ビ ュ ー タ 研究会
第33回手術手技研究会
第 1 回小児科腎疾患漢方研究会
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
高岡文化ホ ール
富山県民会館
山 田温泉玄猿楼
富山県民会館
富山県民会館
高志会館
山 本 恵 一
渡 辺 正 男
泉 陸 一
岡 田 敏 夫
片 山 喬
佐々 木 博
藤 巻 雅 夫
荻 回 善 一
荻 田 善 一
矢 野 三 郎
辻 陽 雄
灘 波 恒 雄
渡 遺 裕 司
矢 野 三 郎
倉 西 誠
片 山 喬
小 西 健 一
伊 藤 祐 輔
藤 巻 雅 夫
岡 田 敏 夫
Z必 第 6 章 国際交流 ・ 主宰学会
開 催 年 月 日 称 世 話 人名
ム一山 場
平成元. 12. 10 第229回 日 本小児科学会北陸地方会 | 富 山医科薬科大学 | 岡 田 敏 夫
平成 2. 2. 9� 2. 10 I 日 本胸部外科学会関西地方会第17回学術セ ミ | 石川教育会館 | 山 本 恵 一
ナ ー
平成 2. 2. 25 
平成 2. 6. 2 
第336回 日 本皮膚科学会北陸地方会
第13回北陸乳癌懇話会
金沢大学記念館
富山県医師会館
平成 2. 6. 15� 6. 16 I 第33四 日本胸部外科学会関西地方会学術セ ミ ナ ー | 高志会館
平成 2. 6. 23 第147回 日 本内科学会北陸地方会 | 富山 医科薬科大学
平成 2. 6. 24 第337回 日 本皮膚科学会北陸地方会 | 金沢大学記念館
平成 2. 7. 7 日 本医学放射線学会中部地方会 | 高志会館
平成 2. 7. 8 日 本核医学会中部地方会 高志会館
諸 橋 正 昭
唐 木 芳 昭
山 本 恵 一
渡 辺 明 治
諸 橋 正 昭
柿 下 正 雄
柿 下 正 雄
平成 2. 7. 17 第 1 回富山 「脳 と 精神機能」 研究会 | 名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル i 小 野 武 年
平成 2. 8. 4� 8. 5 I 第 7 回富 山 医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナ ← | 富山厚生年金休暇セ | 辻 陽 雄
ン タ ー
平成 2. 8. 25� 8. 26 I 第 7 田和漢医薬学会大会
平成 2. 8. 31  � 9. 2 I 第 5 回国際生態学芦原サ テ ラ イ ト セ ミ ナ ←
平成 2. 9. 2 第232回 日 本小児科学会北陸地方会
平成 2. 1 1. 9� 11. 1 1  I 第18回 日 本放射線技術学会秋季学術大会
平成 2. 1 1 . 17 第32回 日 本産業 ・ 労働 ・ 交通眼科科学会
平成 2. 1 1 . 24 
平成 2. 12. 9 
平成 2. 12. 16
平成 3. 1. 30 
平成 3. 2. 16 
第 2 回北陸病理集談会
第48回 日 本麻酔学会北陸地方会
第340回 日 本皮膚科学会北陸地方会
第 2 回富山 「脳 と 精神機能」 研究会
第218回北陸外科学会
平成 3. 2. 23 第 3 回富山 県母性衛生学会総会 ・ 学術総会
平成 3. 3. 9� 3. 10 I 第 3 回 日 本消化器内視鏡学会北陸セ ミ ナ ー
平成 3. 5. 1 7 
平成 3. 5. 25 
平成 3. 6. 9 
平成 3. 6. 23 
第 9 回紙毛性疾患研究会
日 本生化学会北陸 シ ン ポ ジ ウ ム
第57回 H 本消化器内視鏡学会北陸地方会
第72回 日 本消化器病学会北陸地方会
平成 3. 6. 23 第19回 日 本産科婦人科学会北陸連合地方部会
平成 3. 6. 29� 6. 30 I 第 9 回北陸病害動物研究会
平成 3. 7. 13 第39回 日 本耳鼻咽喉科学会中部連合会
富 山県民会館
パ ス ト ラ ル清雲閣
富 山医科薬科大学
富 山県民会館
富山電気 ビル
富 山医科薬科大学
富山医科薬科大学
高志会館
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
富山医科薬科大学
高志会館
金沢市文化 ホ ール
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
ボ ル ブ ア ー ト 富山
富山医科薬科大学
富 山医科薬科大学
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
立山少年自然の家
高志会館
矢 野 三 郎
鏡 森 定 信
岡 田 敏 夫
倉 西 誠 t
窪 田 靖 夫 |
小泉富美朝 l
伊 藤 祐 輔
諸 橋 正 昭
小 野 武 年
山 本 恵 一
鏡 森 定 信
田 中三千雄
泉 陸 一
藤 岡 基 二
田 中三千雄
渡 辺 明 治
泉 陸 一
上 村 清
水 越 鉄 理
平成 3. 7. 23 第 3 回富 山 「脳 と 精神機能」 研究会 | 名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル | 小 野 武 年
平成 3. 8. 3� 8. 4 I 第 8 回富 山 医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナ ー | 富山厚生年金休暇セ | 辻 陽 雄
平成 3. 9. 12� 9. 14  I 第23回 日 本臨床電子顕微鏡学会
平成 3. 9. 19 第 5 回小児 C A P D 研究会
平成 3. 9. 20� 9. 2 1  I 第13同小児腎不全研究会
平成 3. 9. 2 1 第 1 回 日 本M E 学会北陸地方会
平成 3. 9. 28� 9. 29 I 有機合成北陸セ ミ ナ ー
平成 3. 10. 5 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「認知 ・ 記憶の脳内機構 :
ニ ュ ー ロ ン か ら 行動 ま で」 開催記念公開学術講演会
平成 3. 以 6�以 11 I 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「認知 ・ 記憶の脳内機構 :
平成 3. 1 1 . 7 
ニ ュ ー ロ ンか ら 行動 ま で」
第 4 回肝画像診断研究会西部会
ン タ ー
富 山県民会館
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
入善 コ ス モ ホ ール
富 山医科薬科大学
富山県青年の家
富 山県民会館
佐々 木 博
稲 場 進
岡 田 敏 夫
篠 山 重 威
小 泉 徹
小 野 武 年
大山研修セ ン タ - I 小 野 武 年
富 山県民会館 | 佐々 木 博
開 催 年 月 日
平成 3. 11 .  8� 1 1. 9 
平成 3. 12. 8 
平成 3. 12. 14
平成 4. 1. 14 
平成 4. 2. 8 
平成 4. 2. 22 
平成 4. 3. 14 
平成 4. 5. 15� 5. 16  
平成 4. 5. 23 
平成 4. 6. 26� 6. 27 
平成 4. 7. 2� 7. 3 
平成 4. 7. 21 
平成 4. 8. 1� 8. 2 
平成 4. 8. 22� 8. 24 
平成 4. 8. 26� 8. 27 
平成 4. 10. 4 
平成 4. 10. 14�10. 15
平成 4. 10. 15� 10. 16  
平成 4. 1 1. 21
平成 4. 1 1. 2 1  
平成 4. 12. 13
平成 5. 1 . 26  
平成 5. 3. 6 
平成 5. 5. 29 
平成 5. 6. 4� 6. 5 
平成 5. 6. 17  
平成 5. 6. 19 
平成 5. 6. 19 
平成 5. 6. 27 
平成 5. 6. 29 
平成 5. 7. 3 
平成 5. 7. 3 
平成 5. 8. 7� 8. 8 
平成 5. 9. 1 1  
平成 5. 10. 1�10. 2 
平成 5. 10. 2 
平成 5. 10. 5� 10. 7 
平成 5. 10. 30�10. 31
名 称
第26回 日 本肝臓学会西部会
第237回 日 本小児科学会北陸地方会
1991年 日 本不妊学会北陸支部学術総会
第 4 回富山 「脳 と 精神機能」 研究会
第 9 回 日 本 ス ト ー マ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン学会
第 5 回老年脳神経外科研究会
第 2 回 日 本M E 学会北陸地方会
第39回 マ ト リ ッ ク ス 研究会
1992年 日 本不妊学会北陸支部学術総会
第29回 日 本胸部疾患学会 合同北陸地方会
第13回 日 本気管支学会
第15回 日 本顔面神経研究会
第 5 回富山 「脳 と 神経機能」 研究会
第 9 回 富 山 医科薬科大学整形外科立山 セ ミ ナ ー
国際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山'92
第11 回北 日 本脳神経外科夏期セ ミ ナ ー
第 2 回北陸救急 ・ 集中治療医学研究会
第 3 田和漢薬の 医学薬学的研究 に 関す る 日 中 シ
ン ポ ジ ウ ム
日 本薬学会 シ ン ポ ジ ウ ム 中枢高次機能障害 と 薬
物療法
日 本薬学会北陸支部第87例会
第13回北陸先天異常研究会
第241 回 日 本小児科学会北陸地方会
第 6 田富山 「脳 と 精神機能」 研究会
第 3 回 日 本M E 学会北陸地方会
1993年 日 本不妊学会北陸支部学術総会
第22 回 日 本脊椎外科学会
第 5 回花粉症研究会
日 本イ ン ポ テ ン ス 学会中部地方会
第18四 日 本 口 腔外科学会中部地方会
第159回 日 本内科学会北陸地方会
第 7 回富山 「脳 と 精神機能」 研究会
病院病理医協会第31 田 中部標本交見会
第39回 日 本脳神経外科学会中部地方会
第10回富山医科薬科大学整形外科立山 セ ミ ナ ー
第 5 田 中部 リ ウ マ チ 学会総会
第 2 回 日 本 ダニ 学会大会
国際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山'93
第 7 回国際中草薬 シ ン ポ ジ ウ ム
第20回 ネ パー ル研究学会北陸大会
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3ぷ三』三 場 世 話 人
富 山 県民会館 佐々 木 博
富 山 医科薬科大学 岡 田 敏 夫
金沢シテ ィ モ ン ド ホ テル 片 山 喬
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル 小 野 武 年
富 山 県民会館 田 沢 賢 次
富 山 県農協会館 高 久 晃
富 山医科薬科大学 藤 田 正 俊
立山国際ホ テ ル 中 川 秀 夫
金沢シテ ィ モ ン ド ホ テル 片 山 喬
高志会館 北 川 正 信
富 山 県農協会館 水 越 鉄 理
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル 小 野 武 年
富 山厚生年金休暇セ 辻 陽 雄
ン タ ー
富 山 県民会館 ほ か 難 波 恒 雄
立 山国際ホ テ lレ 高 久 晃
富山 医科薬科大学 伊 藤 祐 輔
富山 県民会館 渡 濠 裕 司
高志会館 渡 漫 裕 司
富山 医科薬科大学 上 野 雅 晴
富 山 医科薬科大学 岡 田 敏 夫
富 山医科薬科大学 岡 田 敏 夫
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル 小 野 武 年
富 山医科薬科大学 藤 田 正 俊
金沢シテ ィ モ ン ド ホ テル 片 山 喬
富 山 県民会館 辻 陽 雄
富 山県民会館 寺 西 秀 豊
大阪 シ ェ ー リ ン グ講堂 片 山 喬
富山 県民会館 古 田 勲
富山 医科薬科大学 小 林 正
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル 小 野 武 年
高志会館 北 川 正 信
高志会館 高 久 晃
富 山厚生年金休暇セ 辻 陽 雄
ン タ ー
高志会館 小泉富美朝
富 山 医科薬科大学 上 村 清
富 山 県民会館 難 波 恒 雄
北京 (北京飯庖) 難 波 恒 雄
富 山 県民会館 難 波 恒 雄
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名 h-3三ミ称
平成 5. 1 1 . 6�11 .  7 1 第43回 日 本結核病学会 l 
第32回 日 本胸部疾患学会 ト 合同北陸地方会
第17回 日 本気管支学会 j 
平成 5. 1 1 . 6�11 .  7 1 第 3 回 日 本胸部疾患学会北陸地区教育セ ミ ナ - 1 富 山県民会館 | 小 林 正
平成 5. 1 1 . 14 第四回北信越合同皮膚科学会 ! 富山 県民会館 1 諸 橋 正 昭
平成 5. 12. 9� 12 .  1 1  1 第21回ヘテ ロ 原子化学討論会 | 富山大学黒田講堂 ノJ\ 泉 徹
平成 5. 12. 12 第245回 日 本小児科学会北陸地方会 | 富山 医科薬科大学 | 岡 田 敏 夫
平成 6. 1. 25 第 8 回富 山 「脳 と 精神機能」 研究会 | 名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル | 小 野 武 年
平成 6. 2. 5 第227回北陸外科学会北陸地方会 | 富山 医科薬科大学 | 山 本 恵 一
平成 6. 3. 1� 3. 3 1 平成 5 年度生理学研究所研究会 i 生理学研究所 ! 竹 口 紀 晃
平成 6. 6. 3 第16回癌局所療法研究会 | 宇奈月 国際会館 | 藤 巻 雅 夫
平成 6. 6. 25 1 1994年 日 本不妊学会北陸支部学術総会 | 金沢シ テ ィ モ ン ド ホ テ ル | 片 山 喬
平成 6. 6. 26 第356回 日 本皮膚科学会北陸地方会 | 金沢都ホ テ ル | 諸 橋 正 昭
平成 6. 7. 21� 7. 22 1 第44回 日 本消化器外科学会総会 | 寓 山県民会館ほ か | 藤 巻 雅 夫
平成 6. 7. 26 第 9 回富山 「脳 と 精神機能」 研究会 | 名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル | 小 野 武 年
平成 6. 7. 30� 7. 3 1  1 第1 1田富山医科薬科大学整形外科立山 セ ミ ナ ー | 富 山厚生年金休暇セ | 辻 陽 雄
富 山県民会館
ン タ ー
平成 6. 8. 19� 8. 20 1 第21回 日 本電顕皮膚生物学会
平成 6. 9. 2� 9.  3 1 上皮輸送研究会
平成 6. 9 .  4 第48回北陸医学会総会
小 林 正
昭晃博正
紀
二
橋口
仁
諸竹佐
ヰ」日学
森大
館の科会洞薬民古科県ま医山や山富と
昭修樹昭信正秀
正定
橋谷笠橋
森
諸大折諸鏡
イン テセシ化
館ク文 会ツ
ツ
際
民イ
ニ館
国
県ハ
ソ会県
山羽宮志富呉
大高富
か
平成 6. 9 . 4 
平成 6. 9. 4 
平成 6. 9 . 1 1  
平成 6. 9. 24 
第164同 日 本内科学会北陸地方会
第248回 日 本 日 本小児科学会北陸地方会
第357回 日 本皮膚科学会北陸地方会
第 6 回分子糖尿病 シ ン ポ ジ ウ ム
富山県医師会館
富 山医科薬科大学
富山安田生命 ビル
タ ワ ー ト リ プル ワ ン
平成 6. 9 . 25� 9. 28 I 第 6 同国際環境複合影響会議 | 富 山県民会館
平成 6. 10. 1�10. 2 1 第50回 日 本寄生虫学会西 H 本支部大会 | 富山医科薬科大学
平成 6. 10. 1�10. 2 1 第49回 日 本衛生動物学会西 日 本支部大会 | 富山 医科薬科大学
平成 6. 10. 22 第 3 回国際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山 ( 1994 ) I 富山県民会館
平成 6. 10. 26�10. 28 1 第38回 日 本不妊学会総会 | 富 山県民会館ほ か
平成 6. 1 1 . 3 第 5 回 日 本病院薬剤師会北信越ブロ ッ ク 学術大 i 富山市民 プ ラ ザ
ムfA
平成 6. 1 1 . 26� 1 1 .  27 I 第四回 日 本接触皮膚炎学会学術大会
平成 6. 1 1 .  26� 1 1 . 27 1 第 1 回三次元微小解剖 を 考 え る 会
平成 6. 12. 10 第16回癌の生存時間研究会
平成 6. 12 . 18
平成 7. 2. 12  
第358回 日 本皮膚科学会北陸地方会
第24回職業性ア レ ルギー研究会
平成 7. 2. 17� 2. 18 I 第10回バイ オ 統計学研究会
平成 7. 2. 21 第10回富山 「脳 と 精神機能」 研究会
平成 7. 2. 23� 2. 24 I 平成 6 年度生理学研究所研究会
平成 7. 3. 5 第56回 日 本麻酔学会北陸地方会
平成 7. 3. 18 第 4 回医用器材研究会
タ ←
富山医科薬科大学
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
生理学研究所
富 山医科薬科大学
タ ワ ー ト リ プル ワ ン
井 上 博
岡 田 敏 夫
諸 橋 正 昭
小 林 正
加 須 屋 賓
上 村 清
上 村 清
難 波 恒 雄
片 山 喬
中 川 輝 昭
折 笠 秀 樹
小 野 武 年
竹 口 紀 晃
伊 藤 祐 輔
佐藤根敏彦
